
榎戸区の運営に携わって知った、町内長さんの役割

☆榎戸の祭りには馬が３頭いた！
☆公会堂は明治３８年に今の保育園の所に作られた。引っ越しをしている！
☆買い物や散歩するとき、和やかに挨拶や話しかけていただく人が増えた！

榎戸に住んで２８年。

寝るだけに帰ってきたような私が、昨年から副区長として榎戸に関わったこと
で初めて知ったことや気づいたことです。

同じようなことを何人かの町内長さんからも伺いました。

☆市民交流センターをめざし、旗をもって長い距離を歩いた。
でも、煙の中では何も見えないことを知った。

☆防犯灯の修理を区にお願いした。ごみの黄色の網を市役所に貰いにも行った。
でも、街中が明るくなったり、網がかけられたりしているのを見て嬉しかった。

☆汗水垂らして草刈りをし、櫓やテントを組んだ…。
でも、浴衣を着て笑顔いっぱいで踊る孫の姿が見えた。

町内長になると、自分や家族との時間が削られます。
しかし「榎戸のひと・もの・こと」を新たに知ったり、苦労以上の満足感・充実感が
味わえたりします。

町内長さんのお力で、榎戸区の私たちは安全・安心で「幸せ」な生活を感じるこ
とができることを知りました。誠にありがとうございます。

今後も私たちの幸せのため、よろしくお願いいたします。

令和７年度区長 藤堂正喜
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